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2Xp- 5（P）　　　　　ドライマーク衣料も洗える家前月洗剤の特性について

　　　　　　　　東京家政大短大　　　　　　小林泰子

　最近、「ドライクリーニング効果をご家庭で」、「ドライマーク衣料が家庭で洗える」

　と書かれた洗濯用洗剤を店頭でみかける。これらの洗剤はクリーニング代の大幅節約、布
　地の風合いの向上・型くずれや縮みの防止や環境汚染を起こすフロンを含まず安全等をう
　たっている。しかし家庭でドライクリーニングを行うわけではなく、水に洗剤原液や粉末

　を溶かし衣料をつけ置き洗いする。これら洗剤の家庭用品品質表示法に基づく表示をみる
　と、用途は毛から綿一合成繊維まで使用可能だが、液性は中性だけではなく弱アルカリ性

　のものもある。成分はアルキルエーテル硫酸エステルナトリウムやポリオキシェチレンア
　ルキルエーテルを主とするが、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムを含むものも

　ある。界面活性剤の割合は30％前後のものが多く、標準使用量は水3 OS に対して1 0
　～1 5gである。このような洗剤を使用してドライマーク付き衣料の洗濯を家庭で行うた

　場合の洗浄性、収縮性mま、表示通りの効果が期待出来るのか。そして経済性や安全性の

　アップにもつながるのか。また洗剤排液の生分解性はどうなのか。本報ではこれらの問題
　を考えるために、従来の衣料用中性洗剤や弱アルカリ性洗剤とも併せて洗浄性、収縮性、

　BOD測定による生分解性の比較検討を行った。洗浄性と収縮性に関する実験では羊毛モ
　スリン布に人］二汚染布綿.毛）をつけ、つけ置き洗いを行い、洗浄効率と収縮率を算出

　した。その結果、洗浄性は従来の中性洗剤と同等かそれより劣った。また収縮率は縦方向
　では0. 0～0. 5％、横方向では1. 5～3. 0％と多少の縮みがみられ、従来のもの
　と差はなかった。従って水を使う限り従来の中性洗剤以上の効果はあまり期待できない。

2Xp- 6（P）　節水量について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京家政大家政　　片山倫子　宮崎伊津子

　東京家政大学家政学部および文学部の１年生に対して開講している総合講座「環境と人
間」の中で「洗濯と環境問題について」２週講義をした後に、受講者全員に対して洗顔、
洗髪、歯磨き時における各自の日頃の水の使用量と、節水を心がけた水の使用量の調査を

依頼し、報告書を提出してもらった。被験者の所属は、家政学部164名（児童学科47名、
栄養学科66名、服飾美術学科51名）、文学部47名（英語英文学科9名、心理教育学科38名）

の合計211名である。
　水量の測定方法として次の①～③を実施させた。①各自が自宅等でふだん使っている水
道を用い、通常の栓の開き具合にしたときに、一定時間内に出る水量をあらかじめ測定す
る。②洗顔、洗髪、歯磨きに使用した水量をはかる。③出来るだけ節水するにはどうした
らよいかを考えて、一番少ない水量で洗顔、洗髪、歯磨きをして、この時使用した水量を
はかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　図は洗髪について、普通に使用した場合と、節約　AO

して使用した場合の使用水量の平均を各学科別に示。
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つた。歯磨きでは日頃2A八節約Q.8£で節水量は　10

1.6≪となった。節水率としてはそれぞれ43%、52
％、66%であった。
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